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歴
史
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大学教科書販売 ECサイト
で作業効率が向上
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課
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︶
と
岩
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水
参
与

　静岡県の老舗書店である谷島屋は、コロ
ナ禍で大学生が登校できなくなった時期
に、大学教科書のオンライン販売（EC）
を開始した。今ではその大学で対面での販
売はなくなり、販売の手間や時間を大幅に
削減することができた。

株式会社谷島屋
創　業＝ 1872 年（明治 5年）
資本金＝ 2000 万円
代表者＝斉藤晋一郎
従業員＝ 300 人（うち正社員 70 人）
所在地＝静岡県浜松市中央区連尺町 309-1

出荷作業 1人で可能に
　EC サイトは学生が会員登録してログインする
と、教科書を学科別、必修・選択科目などでソー
トしたり、講義名、教員名などで検索することが
できる。注文する教科書を選び、冊数を指定して
買い物かごに入れて購入する。大学生はクレジッ
トカードを持っていないことも多いので、代金支
払いはコンビニエンスストア決済を利用し、ヤマ
ト運輸を使って学生宛に配送する。
　原則として注文のキャンセルは受け付けず、そ
のことをサイトでも明示している。ただ、必修科
目をすべて注文してダブってしてしまう学生など
もいるため、浜松外商部・岩清水誠参与がすべて
の学生の納品書をチェックしている。「履歴から
購入していることがわかるとこちらでキャンセル
して学生にメールで知らせています。手間はかか
りますが、慣れない学生さんには必要です。最初
の頃は多かったキャンセルも、皆さん慣れてきた
ので少なくなってきました」という。

　同社は明治元年（1868 年）に静岡県浜松市で
書肆「博文舎」として開店、1872 年に谷島屋書
店を創業した。
　明治新政府により学制が公布された当初から教

「緊急事態宣言」で EC
サイト構築

　教科書の EC サイトを構築したのはこのうち常
葉大学浜松キャンパス向け。大学の教科書販売は
前期と後期に分かれており、2020 年の春も、前
期の教科書販売に向けて例年同様に大学から教室
を借りて教科書を持ち込むなど販売準備を進めて
いた。そこに発生したのが新型コロナウイルス感
染症拡大に伴う「非常事態宣言」だった。
　「設営中に宣言が出たので、一度持ち込んだ教
科書を持ち帰り、手探りで大学と対応を協議しま

になった。そもそも大学側は学内での現金授受は
行わない考えで、対面販売からオンライン販売へ
の移行を希望した。教員がシラバスに掲載してい
ない教科書を指定するといったイレギュラーな
ケースを除き、対面販売はなくなった。
　このことで、谷島屋側の手間は大きく削減され
た。「以前は教室にレジを据えて販売するため、
最低でも 2 人が 1 カ月以上拘束されました。さら
に当社の事務所から学校まで距離もありました
が、いまは事務所のそばで空き時間に出荷作業が
できます。今期は荷造りなど 1 人でできました」
と岩清水参与。
　コロナ禍という緊急事態で立ち上げたサービス
だが、同社にとっては作業効率を向上する後押し
にもなったようだ。

　また、学生から振り込みがない場合は、大学の
教務課に振込用紙を預けると学生に声をかけてく

雑さを避けるため、通常は教科書販売で行ってい
た値引きをしない代わりに谷島屋側が負担した。
　こうした事態に直面し、「ちょうどオンライン
販売も必要だと検討していた時期だったこともあ
り、すぐに EC サイトを構築することになりま
した」と伊藤課長。まず地元のシステム会社に打
診したが、ゼロから構築すると時間がかかるとい
う反応だった。後期の販売に間に合わせる必要が
あったため、他社で大学教科書 EC の実績があっ
た光和コンピューターに問い合わせると、半年以
内での開設が可能ということだった。実際に後期
の販売に間に合った。

科書販売を手掛け、いまも小中高等学校、病院・
医大・看護学校、幼稚園・保育園、企業・店舗、
官公庁、図書館など、静岡県全域で外商活動を続
けている。
　店舗は書店 18 店舗のほか、病院売店や英語教
室も合わせると 34 店舗を展開。外商では浜松、
磐田、焼津、静岡、富士、富士宮の 6 カ所に事務
所を構え、県内大学はほぼ全てと取引がある。こ
のうち最大の外商拠点である浜松本部には 16 人
が在籍し、大学では常葉大学浜松キャンパス、浜
松医科大学、聖隷クリストファー大学に教科書な
どを販売している。

した」と浜松外商部外商１課・伊藤秀幸課長は当
時を振り返る。
　協議の結果、大学が学生から注文を受けるサイ
トを作り、まとめた注文を谷島屋に提供。谷島屋は
個別の学生宛に郵送するという対応になった。決
済は「コロナが明けたら集金する」という、いか
にも緊急対応を物語る取り決めだった。送料は煩

れる。「それでも退学して行方が分からなくなる
など若干のロスはありますが、大学の協力もあっ
て数年間で数件です」（伊藤課長）という。
　それ以来、同大学での教科書販売はすべて EC

　
関
西
日
販
会
の
第
14
回
通
常
総
会
が
10
月
15
日
、
大
阪
・
都
島
区
の
ザ
・
ガ
ー
デ

ン
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
大
阪
で
開
か
れ
、
日
本
出
版
販
売
（
日
販
）
が
「
中
部
・
関
西

支
社
」
と
し
て
東
海
地
方
も
同
じ
管
轄
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
同
地
方
の
日
販

会
と
の
交
流
・
視
察
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
総
会
に
は
委
任
状
含
む
59

人
が
出
席
（
９
月
末
会
員
数

64
）。
洞
本
昌
哉
会
長
（
ふ

た
ば
書
房
）
は
「
当
社
の
店

頭
は
良
く
な
い
が
、
万
博
効

果
で
好
調
な
書
店
も
あ
り
、

ま
た
、『
国
宝
』
の
文
庫
も

品
薄
に
な
る
ほ
ど
売
れ
て
い

る
と
聞
く
。
こ
う
い
っ
た
朗

報
も
あ
り
、
何
よ
り
今
日
も

こ
れ
だ
け
の
仲
間
が
集
ま
れ

る
こ
と
が
心
強
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

　
第
２
部
で
予
定
し
て
い
る

『
本
を
読
む
人
は
う
ま
く
い

く
』（
す
ば
る
舎
）
の
著
者
、

長
倉
顕
太
氏
の
講
演
に
つ
い

て
、「
長
倉
さ
ん
の
話
を
皆

さ
ん
の
言
葉
に
変
え
て
、
読

者
、
来
店
客
に
伝
え
て
ほ
し

い
。
わ
れ
わ
れ
が
本
を
売
る

理
由
付
け
や
志
を
再
確
認
で

き
る
機
会
に
し
よ
う
」
と
述

べ
た
。

　
今
期
事
業
と
し
て
、
同
会

版
塾
で
も
、
目
的
は
『
本
を

出
す
』
で
は
な
く
、『
著
者

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
な
さ

い
』
と
指
導
し
て
い
る
。
一

発
屋
で
終
わ
る
の
は
い
け
な

い
。
出
版
社
に
任
せ
ず
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
駆
使
す
る
な
ど
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
お

　

長
倉
氏
は

「
月
に
１
０
０

０
人
と
会
お
う

と
決
め
て
い

る
。
一
度
で
も

会
う
と
私
の
本

を
１
冊
は
買
っ

て
く
れ
る
。
主

宰
し
て
い
る
出

け
て「
著
者
の
教
育
が
必
要
。

こ
れ
か
ら
本
を
出
す
人
に

は
、
販
促
は
著
者
自
身
も
協

力
し
て
進
め
て
い
く
と
し
っ

か
り
説
明
す
べ
き
」。
書
店

に
対
し
て
は
ア
メ
リ
カ
の
イ

ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
（
独
立

系
）
書
店
の
事
例
を
紹
介
し

な
が
ら
「
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル

に
特
化
す
る
な
ど
特
色
を
持

つ
こ
と
が
大
切
。『
会
社
』

と
し
て
は
前
に
出
ず
、『
ス

タ
ッ
フ
の
お
勧
め
棚
』
な
ど

書
店
員
が
中
心
に
な
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
化
を
図
る
こ
と

が
必
要
」
と
強
調
し
た
。

　
懇
親
会
で
日
販
・
富
樫
建

社
長
は
「
社
会
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
突
然
に

世
界
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な

り
、
世
界
の
サ
ー
ビ
ス
が
急

に
競
合
に
な
る
時
代
。
こ
れ

ま
で
線
引
き
さ
れ
て
い
た
役

割
な
ど
を
分
け
て
戦
う
時
代

で
は
な
い
。
こ
こ
に
集
う
仲

間
、
皆
さ
ん
と
の
関
係
を
武

器
に
、
一
緒
に
勝
ち
残
っ
て

い
こ
う
」
と
語
っ
た
。

　
昨
年
の
パ
ン
パ
ク
で
同
会

拡
販
銘
柄
に
選
ば
れ
た
商
品

の
増
売
店
表
彰
で
は
、『
お

う
ち
で
作
れ
る
世
界
の
レ
シ

ピ
』（
ラ
イ
ツ
社
）
１
位
の

主
催
の
商
談
会「
パ
ン
パ
ク
」

を
中
心
に
、
関
西
で
も
東
京

の
出
版
社
か
ら
企
画
や
商
品

の
紹
介
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
説
明
会
な

ど
を
計
画
。
ま
た
、
東
海
地

方
の
日
販
会
と
の
交
流
会
も

検
討
し
て
い
く
と
し
、
事
業

計
画
、
収
支
予
算
案
を
承
認

し
た
。

出
版
社
と
著
者

の
連
携
が
カ
ギ

　
講
演
会
に
は
出
版
社
、
関

連
会
社
な
ど
１
５
０
人
以
上

が
参
加
。
長
倉
氏
が
「
紙
の

本
を
売
る
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
に
持
論
を
展
開
し
た
。

く
。
本
が
出
る

と
き
に
は
買
っ

て
く
れ
る
人
、

イ
ベ
ン
ト
に
集

ま
っ
て
く
れ
る

人
が
一
定
数
い

る
こ
と
が
理

想
」
と
し
た
。

　
出
版
社
に
向

ふ
た
ば
書
房
御
池
ゼ
ス
ト

店
、『
さ
み
し
い
夜
の
ペ
ー

ジ
を
め
く
れ
』（
ポ
プ
ラ
社
）

１
位
の
梅
田
蔦
屋
書
店
、『
大

阪
観
光
』（
京
阪
神
エ
ル
マ

ガ
ジ
ン
社
）
１
位
の
ブ
ッ
ク

ス
タ
ジ
オ
ア
ル
デ
新
大
阪
店

ら
各
ベ
ス
ト
３
書
店
が
表
彰

さ
れ
た
。

　
京
都
ト
ー
ハ

ン
会
の
第
76
回

総
会
・
園
遊
会

が
10
月
16
日
、

映
画
「
国
宝
」

の
ロ
ケ
地
に
も

な
っ
た
京
都
・

宝
」
効
果
を
歓
迎
し
た
。

　
経
済
産
業
省
な
ど
省
庁
横

断
の
書
店
活
性
化
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
、「
書
店
に
と
っ
て

は
大
き
な
可
能
性
で
あ
り
希

望
。
プ
ラ
ン
の
内
容
を
し
っ

か
り
理
解
し
て
積
極
的
に
活

用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」

と
し
た
。「
書
店
は
単
な
る

本
の
販
売
所
で
は
な
い
。
人

と
本
の
出
合
い
を
演
出
し
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点

を
担
う
役
割
は
必
ず
残
る
。

地
域
に
特
化
し
た
出
版
物
や

企
画
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
工

夫
次
第
で
新
し
い
活
路
は
見

出
せ
る
。
歴
史
的
な
転
換
期

に
立
っ
て
い
る
責
任
を
持

ち
、
変
化
を
恐
れ
ず
、
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
こ
う
」
と
力
を
込
め
た
。

　
同
会
の
２
０
２
４
年
度
プ

レ
ミ
ア
ム
セ
ー
ル
は
全
国
８

位
。
同
会
内
表
彰
の
法
人
部

門
１
位
の
大
垣
書
店
、
２
位

の
紀
伊
國
屋
書
店
、
３
位
の

ダ
イ
レ
ク
ト
・
シ
ョ
ッ
プ
、

個
店
部
門
１
位
の
紀
伊
國
屋

書
店
京
都
営
業
部
（
京
都

市
）、
２
位
の
大
垣
書
店
外

商
部
（
同
）、
３
位
の
丸
善

京
都
本
店
（
同
）
が
そ
れ
ぞ

れ
ト
ー
ハ
ン
・
川
上
浩
明
社

長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
を
な
く
さ

な
い
た
め
に
引
き
続
き
注
力

し
て
い
く
」
と
し
た
。

　
「
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｌ
」
に
お

い
て
は
、
新
聞
広
告
賞
（
日

本
新
聞
協
会
）
の
広
告
主
部

門
で
優
秀
賞
、
日
本
雑
誌
広

告
賞（
日
本
雑
誌
広
告
協
会
）

の
シ
リ
ー
ズ
広
告
部
門
で
銀

賞
、
さ
ら
に
、
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
賞
（
日
本
デ
ザ
イ
ン
振

上
京
区
の
上
七
軒
歌
舞
練
場

で
開
か
れ
、
会
員
書
店
、
出

版
社
、
関
係
者
ら
１
９
０
人

が
出
席
し
た
。

　
大
垣
守
弘
代
表
世
話
人

（
大
垣
書
店
）
は
「
ミ
リ
オ

ン
セ
ラ
ー
が
少
な
い
中
、『
国

宝
』は
１
４
０
万
部
を
突
破
。

映
画
鑑
賞
後
に
本
を
買
う
の

は
ど
う
い
っ
た
購
買
行
動
な

の
か
。
読
者
に
聞
く
と
、『
本

は
映
画
の
何
倍
も
面
白
い
』

と
言
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が

広
が
っ
た
の
だ
ろ
う
」と「
国

ジ
「
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｌ
」
に
つ

い
て
、
新
規
開
店
は
50
店
舗

以
上
、
問
い
合
わ
せ
は
約
６

０
０
件
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と

し
、「
書
店
の
な
い
自
治
体
、

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｌ

順
調
に
推
移

　
ト
ー
ハ
ン・川
上
社
長
は
、

小
型
書
店
開
業
パ
ッ
ケ
ー

本
屋
に
接
し
た
こ
と
の
な
い

子
ど
も
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
本
と
人
と
の

興
会
）
の
Ｂ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
１
０
０
に
選
ば

れ
た
こ
と
を
報

告
。「
デ
ザ
イ
ン

賞
で
は
審
査
員
か

ら
『
本
を
な
く
さ

な
い
と
い
う
大
き

な
期
待
を
込
め
て
選
ん
だ
』

と
い
っ
た
声
も
出
て
い
た
。

今
後
も
責
任
と
誇
り
を
持
っ

て
出
版
流
通
を
支
え
、『
本

を
読
む
』
営
み
を
未
来
に
つ

な
げ
る
た
め
に
社
会
に
向
け

て
発
信
し
続
け
て
い
く
」
と

語
っ
た
。

　
園
遊
会
で
は
小
野
寺
優
世

話
人
（
河
出
書
房
新
社
）
が

「
昨
年
の
京
都
の
フ
ェ
ス
タ

で
は
、
出
版
と
関
連
の
薄

い
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
、
書

店
に
足
を
運
ぶ
習
慣
の
な
い

人
に
も
本
と
出
合
う
き
っ
か

け
を
作
っ
て
い
た
。
ぜ
ひ
継

続
し
て
ほ
し
い
。
き
っ
か
け

さ
え
あ
れ
ば
本
を
読
み
た
い

人
は
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
が

『
国
宝
』
で
も
証
明
さ
れ
た
。

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｋ
も
き
っ
か
け
の
一
つ

に
な
る
」
と
今
秋
の
読
書
月

間
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　TOKYO RIGHTS MEETING（TRM）
2025 は 11 月 5 日、6 日、東京・文京区の東
京ドーム・プリズムホールで開かれ、期間中
に出版関連セミナーを開催する。
　5 日 ▽セミナー 1 ＝ 11：30 ～ 12：30「ビ
ルボードジャパンが新設する総合ブック
チャートについて～新たな市場開拓の可能
性」阪神コンテンツリンクビルボード事業本
部・礒﨑誠二上席部長、ビルボードジャパン
主宰（日本語）
　 ▽ セミナー 2 ＝ 13：00 ～ 14：30「 北 米
マンガ市場と海外を視野に入れたマンガ
家・編集者の育成事業（MINT）について」
Manga　International Network Team 
(MINT)、マンガ家（かつしかけいた、木下
いたる、小日向まるこ）、編集者（松村朋香）、
アドバイザー（デボラ・アオキ、クリスト
ファー・ウッドロー・ブッチャー）（日本語
／英語）
　 ▽セミナー 3＝ 15：00 ～ 16：30「K- ウェ
ブ小説：プラットフォーム連載戦略とグロー
バル IP 展開の成功法則」ソ・アラム（小説
家）、ソ・イナ（小説家）、韓国出版文化産業
振興院（KPIPA）主催（日本語／韓国語）
　6 日 ▽セミナー 4＝ 13：00 ～ 14：00「ジェ
トロのコンテンツ産業の海外展開支援につい
て」日本貿易振興機構 ( ジェトロ）（日本語）
申 し 込 み は TRM の Web サ イ ト か ら ＝
https://tokyorightsmeeting.com/


